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まえがき

本調査報告書はパキスタン回教共和国の北西辺境州(NWF P)における農業開発の現況を把握すると

ともに､開発ポテンシャルと使先度の高いタラムタンギ港漉開発計画及びムンダダム開発計画の両地区に

ついて､事業化に向けての開発調査実施の技術的可能性の検討とその準備の塾度の把握を目的として実施

したプロジェクトファインデイング調査についての結果を取りまとめたものである｡

この両地区とも水源開発地域がトライパルエリア(連邦政府の保護領)にかかることから､事業化に向

けての準備についでは棲めて慎重に進められてきたo特にタラムタンギ港競闘発計画については､ 1991年

にトライパルエリアの代表と政府の間でダム貯水池の用地にかかる補償について基本合意がなされ､最優

先案件として急浮上してきたものである｡

トライパルエリアについては､これまでエリアの住民は極めて保守的であり､開発に対して消極的であっ

たことから､開発から大きく取り残されてきた｡しかしながら､エリア住民が周辺の北西辺境州地域の開

発による発展ぶりを見るにつけ,開発の効果及び意義に目覚めて事業参加への意欲を持ち始めたことが､

その端緒となっている｡

また､北西辺境州とトライパルエリアの境界周辺はアフガン戦争難民の暫定居住地となり､現在でも

210万人の難民が居住する｡その結果として､この地域の環境は多大な損傷を受け､農村は疲葬をきたし､

港就農業による農村開発が緊要とされたことから､これらの計画が最優先課題として位置づけられるよう

になった｡

以上のような背景をふまえて,日本技研株式会社が社団法人海外農業開発コンサルタンツ協会の助成を

受けてプロジェクトファインデイング調査団を編成し､平成5年11月8日から21日までの14日間の現地

調査を実施した｡

現地調査に際して､連邦政府水資源電力省Mohamrnad SalmazI Farqui次官､北西辺境州藩政局Javid

AlamEIELnZada局長,同州バヌー(Ba血l))地方弁務官Alam 2bb氏をはじめ多くの政府関係者の多大なる

ご協力を頂きました｡また､在パキスタン日本犬便館の田野井一等書記官並びに国際協力事業団パキスタ

ン事番所の御手洗所長及び新垣次長からは公務ご多忙のところ､多大な指導､助言及び御支援を賜わりま

した｡ここに凍甚な感謝を申し上げます｡

平成6年1月

日本技研株式会社
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調査対象地区位置図
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第1章 調査の概要

1. 1 調査の背景･

パキスタン国は農業国である｡国民故人口は1991年の推定で1億1500万人とされているが,

その70%が農村に居住している.農業は国内最生産の野25%､輸出収入の約70%を占め､さら

に労働力の50%､国民生計の約70%が農業に依存する農業立国である.

降雨の状況は東北の山岳部を除いて寡雨であり､中央部から南西部にかけての国土の大半の

年雨量は300mm以下である｡国土申積79.6万km2ぅち耕地両掛ま,釣26%の2073万haで､そ

の藩政普及率は76%に達しており､このように高い藩政耕地率であることは､東北部を除いて

港叔がなければ農業が成り立たないことを意味するものである｡この藩政事業の用水はヒンズ

ークシ(fhduKu血)･及びカラコルム(E血m)山脈を水源とするパキスタン唯一最大の

インダス河とその主要支流河川に大きく依存している｡

パキスタンの水資源の開発を段階的にみると､限られた地下水開発のほかに,全体的には表

流水利用の時代であり,貯水ダムによる水資源開発は極めて限られている｡この水資疎開発の

遅れの最大の要因は､インダス河の開発に関する関係4州の政府即こよる水利権の調整が困

難であったことにほかならない｡

他方､港故事業の末端レベルでの永管理には施設の不備とともに多くの問題が残っている｡

この高い藩政普及率とは反対にその董備水準Iま一般に低いものであり､また近代的農業技術の

導入や農業経営の立ち遅れ等からパキスタン農業の生産性は世界水準よりはるかに低いものと

なっているo従って,准軌農業の開発･改良と農業の振興政策は国家の政治･経済上の重要か

つ緊急課題となっている｡

このような状況の中で,北西辺境州(NWFP)は農業開発の重点地域と位置づけられてきた｡

北西辺境刑ほ年間降雨量が5帥mm前後の半乾換地であるが､塩類土塊の問題は少なく農業開

発のポテンシャルが高いものの､港叔普及率は43%と低く､開発から取り残されてきた. 1991

年3月にかねでから懸案のインダス河の水利権協定が関係4州により合意･締結されて､こ

れまで棚上げになっていたスケールメリットを求めての大規模藩政開発計画が,北西辺境州に

おいて動きだす機運となってきた｡

今回､この機運をとらえて､パキスタン政府により重要かつ緊急性の高い案件として位置づ

けられているクラムタンギ港概開発計画及びムンダダム開発計画の2案件について､ 1993年

11月8日からI1月21日までの14日間にわたりプロジェクトファインデイングを実施した｡



I. 2 調査の目的

本プロジェクトファインデイング調査は,パキスタン国北西辺境州の農業の現況を把達する

とともに,タラムタンギ港叔開発計画及びムンダダム開発計画の両地区について事業化に向け

ての開発網香美施の技術的可能性の検討とその準備の塾度の把撞を目的とするものである｡

I. 3 調査団の構成

1) 木村克彦

2) アブドル ラヒム マスツド

(仙Rahim MahstxI)

3) 加藤俊之

:団長､藩政排水上級技師

日本技研(珠)海外事業本部副本部長

:土木上叔技師

日本技研(秩)パキスタン事務所顧問

:業務調整,社会経済

日本技研(秩)海外事業本部課長

1. 4 調査団の瀬辻

本調査団はパキスタン政府関係者からタラムタンギ港叔開発計画及びムンダダム開発計画の

2案件について事業化最優先地区であるとの情報を得ていた｡また､この両案件のダムサイト

がトライパルエ1)ア(TnuArea)に位置し､当地域への立入りについては連邦政府の認可

が必要なこともあり,本調査団の受入に関しては関係当局の事前の暴認を取り付けた｡

トライパルエリアは北西辺境州内の西北に位置し､アフガニスタンとの国境に接している｡

行政的には連邦政府の直轄地域であるが､パキスタン国の憲法にも明記された､トライパルエ

リア独自のジルガシステム(JirgaSystem) と呼ばれる自治制反中甘地行されている｡このジ

ルガシステムには中世アラブ社会的な長老会(CouncilofBde6)に指導される立法､行政及び

司法の3権があり､これは連邦政府憲法とは全く別の独自なものである｡言い換えれば､パ

キスタン国の保護領として半独立国であり,もしトライパルエリアにおいて犯罪等があれば,

何びともジルガシステムによる長老会によって裁かれることとな､る｡

従って､今回のトライパルエリアにおける調査に際しては､州政府のトライパルエリア担当

弁務官の随行を得たが,トライパルエリアにおけるモラルや治安は良く,犯罪は少ないとの事

であった｡当地域に外国人が入るのは戦後2度目とのことで,トライパルホスピタリティー

(TribalHospitality)として道路脇の見晴らしのきく随所に捨ての男達がライフルを手に起立

して調査団を歓迎していた｡



第2章 計画地域の兼光開発の現状

2. 1北西辺塊州(NWFP)の8E況

北西辺境州はパキスタンの北西掛こあり､その西側にトライパルエリア(FATA :FederaLly

A血1血sbd廿itdArea)を挟んでアフガニスタンに接している｡州の全体面掛ま74,521km2で､

国土の9.4%にあたるが､その大部分は山岳地帯である｡人口は19S1年のセンサスでは1100万

人で,全国の13%にあたるが､現時点では約1400万人程度に増加しているものと推定される｡

農地両横は4,脚,(X氾Acres (1,659,OWha)で､パキスタンの全農地の8.7%を占めている｡

19$1年のセンサスによると,農家戸数は528,(X氾戸で農家一戸当りの農地は平均3.14haで､そ

の大部分は自作農または半自作農であって､純然たる小作農は約IS%に過ぎないo

北西辺境州は,北梓31度から37度に広がる南北約6Wkm,東西約150kmlの地域であって､北

方山岳地帯の万年雪を被った壕高7,000m巌の寒冷地から南の標高200m以下の半砂漠地帯ま

であり､地勢の変化が激しい地域である｡年間降雨量は山間部で1200mm以上の所もあるが､

一般の農業地帯では300mm
-

8hm程度の所が多い｡従って､一部には天水農業や洪水期

における一時的な出水を利用した素朴な藩政農業が行われているが､一般的には畑作及び果樹

について大部分が通常の藩政農業であり､用水の豊富なところでは水稲栽培も盛んに行われて

いる｡

2. 2 溝光点集の現状

州都ペシャワールを中心とする地域は古代から開けており,紀元前4世掛こはアレキサン

ダー大王の東方遠征の東端として駐屯地となった｡また,紀元前3世紀ウマルヤ王朝のアショ

カ王の時代には仏教文化が栄え､ガンダーラとしてこの地域は名高い｡当時,既に豊かな農業

地帯であったと伝えられ､現奄でも深沈を取水する素朴な古くからの小規模港鼓施設や農家が

独自に利用する港漉ポンプも多数残っている｡

今回の調査の対象となったスワット(Swat)地方やバヌー(B姐nu)地方においても､公共

事業として建設され､北西辺境州政府により管理されている近代的な藩政放設に混じって､農

民自身が維持管理するシビルキヤナル(CiyiJCaqlaI)と呼ばれる古くからの港混用水路が多く

見うけられた｡

一方､近代的な港叔開発事業としては､ロウア- ･スワットキヤナル(LowerSwa(C抽al)

が柑S5年に建設され､次いでアッパー･スワットキャナル(U耶rSwatu)が1974年に完

成した｡その後､ 1974年には大規模なダムとして115億m3の有効貯水量を有するタルベラ



(触)ダムが築造された｡その貯水の大部分は発電とパンジャプ州の藩政用として利用さ

れているが,一部分はダム直下流の北西辺境州内の潅叔用水として利用されている｡同じく､

この貯水を利用するペフール･ハイレベルキヤナル(PehurtlighLevelCanal) (受益面積

6S.OCK)ha)は,アジア開発銀行の技術援助により1994年5月までにフィージビ1)ティー調査を

実施することになっている｡また､インダス河の中流にチャシュマ(Chashma)堰を建設して

230.∝沿ha (うち北西辺境州関係分は140,00ha)を港赦するチャシュマ右岸幹線水路事業

(cRBCProjcct : ChashmaRightBankCanalProject)があり､現在その第3期工事が実施され

ている.さらに､この幹魚水路の上流部から大泉模なポンプ横場により高位標高部へ約20m揚

水して釣110､㈱haを港赦するチャシュマ右岸揚水港政事業のフィージービリティー調査が､

日本技研(秩)を幹事会社とする実施調査団により1993年3月から国際協力事業団の開発調

査として実地されている｡

北西辺境州政府は､かねてから多くの港漉開発事業を計画していたが､インダス河の水利権

の問題で他の州の同意を得られないまま､これまでは事業を実現できなかったが｡ところが､

1991年3月にパキスタンの全国レベルにおける各州問でのインダス河の水配分について合意

が成立したので､ここに至り､ ‾今まで棚上げになっていた懸案の事業の推進を図る機運となっ

てきた｡現在､北西辺境州改称において実施または計画中の藩政排水事業は別表の通りである｡

轟沈局(Ⅰmigad00袖山Ilent)では, 1993年を初年度とする第8次5ケ年計画において水

資源の新見開発,既設の港故地設の改修･改良並びに近代化､塩害農地の除塩,排水不良地の

改良､洪水対策などの実施を盛り込んでいる｡その基本政策としては次のような各項をあげて

いる｡

(1

(2

(3

(4

(5

水利協定に基づく新規の藩政事業

港叔用水源の強化のための貯水池の建設

河川の表嘩水及び地下水の有効利用による農業の生産性の向上

末端農地(on-Fan)レベルにおける藩政及び排水の改良の振興

実施中の洪水対策事業の促進



これらの事業の実施には稔額220億ルピー(約880億円)の予算が見込まれているが､北

西辺境州政府としてはこれに対し以下のような資金計画を立案している｡

(1) 小規模港政事業の調査､計画及び事業の実施については､州政府の予算で実施する｡

(2) 一般のフィージービリティー調査については､半分は州政府の予算を充て､残りの

半分は連邦政府を通じ海外の資金援助に依存する｡

(3) 主要な藩政事業の実施については､その20%は州政府の予算を充て､残りの抑%は

連邦政府を通じ海外の資金援助に依存する｡

(4 )塩害及び排水改良事業(scÅ氏p : Salimity Control andReclamadon Projects)の実施

については,外国の資金援助に依存する｡

(5)災害復旧事業の実施についても､同様に海外の資金援助を含む連邦政府の予算に依

‾存する｡



別 表

北西辺境州における濯灘排水事業一覧表

Command hject

A陀a Cost

(千h) (百万Rs.)

N甜rle Of叫ecL

継続事業

･ Chashma Right且a止C乱由(Gravi呼) hject

I Swabi Salini(y Control ad Recbma血n Project

新歳事業

● Gomal2hm ProjectOqood Control, hTiga血n, PDWCr)

一CRBC Fi汚( Lit( Ⅰ血gabn hjec(

●托htq nghLevel C細山ProjecI

●

Ktm Tangi Muldpurpose Pbject

一山ねD血血Salinity Control ard Recl皿Iadon Pbjccts

●触Jned Salimity Control ad ReckLmadon hjcct fVLa& Ⅲ

■ Bamu Salinity Control ad Recbmadon Projectrhause Ⅱ

･ Pehur Salinity Contml ard Reclamadon Project

･

Rd Kohi hTigadcn D即elq)ment Scheme

● MdJ*h D弧I Muldpurpose fbject

- GaJldiany Dam ard O血er Six Snail Dam hjccts

･ Naryab D抑1 IzTigadon Scheme

I

Changhoz Da打l ldgadom Scheme

･ Pal由Dam hTigadoJ) Scheme

･ Kmdal Dam bigadon Scheme‾

230.6 10,21 3

79. 1 3,620

93.6

1 10.0

68.0

15l.6

9,075

2,06 1

50.0 479

5.1 269

30.0 195

22.3 55

1
,670.0

22.5

4.6 347

1.2 55

0.9 75

l.6 105

l.2 204

Tota1 2.542. 3 26.746



第3章 計画の概要

3. 1クラムタンギ漣漉開発計画

1) 経緯

タラム川(ⅩⅣ招mRiver) lまその一部を7フガニスタンを漁況として東南に洗下し､インダ

ス河の中流に右岸から泳入するその支洗である｡ このタラム川の本流には,ダムは無く､

1954年に建設されたバヌー平野を港放するタラム･ガ1) (KtwGarhi)筑首工から取水する

バヌー港漉事業地区がある｡この藩政システムは､シビルキヤナル(CivilCanal)により

107,5WAcm (43,520ha)を,マルワットキヤナル(M抑aIC抑al)により 177,500Acres

(69.030ha)を港漉するもので､タラム川の支沈にバラン(触山)貯水池を建設し､タラム･

ガリ承首工から分水して乾季の水源強化を行ってきた｡

しかしながら､洗域における土砂の流入により1億900万m3ぁったバラン貯水池の容量が

過去30年で半減したため港就作付率が低下し､現況では,シビルキヤナル掛かりが釣86%､マ

ルワットキヤナル掛かりが釣40%と低い作付撃となっている｡

連邦改称の水資源電力省(MinistryofWatq &Power)は,このバヌー地域において既存港

故地設を復旧し､また,タラム川の左岸に広がる釣68,OWAc柁S (27,530ha)の天水農業地区に

おいて新規港概を実施するために､クラムタンギに大泉換な貯水ダムを建設し,農業開発の最

輿と地域住民の所得の増大を図ることを起想した｡このダムによる農業開発は､ 1955年頃既に

当時の水資源電力省の技術者によって発案されており,その後も関係機関によって種々調査の

検討が行われてきた｡

このタラムタンギのダムサイトは､先に述べた連邦政府の保護領であるトライパルエリアの

中にあり､極めて保守的な伝統を重んずるエリア住民から開発に対する同意を得ることは至難

なことであった｡しかしながら,エリア周辺の北西辺境州地域の開発による発展ぶりを見るに

つけ､エリア住民は開発の効果､意義に目覚めて事業参加への意欲を持ち始めるに至った｡北

西辺境州政府は､この機を捕えて､計画ダムの水没予定地区を中心に､ノ‾エリア住民の事業参加

を含めた藩政事業に計画を再編し,入植希望者にはエリア内に藩政農地を造成して配分するこ

とを提案した｡この案はエリア住民に受けいれられ, 1991年には懸案のダム及び貯水池の用地

蛸のための基本合意がトライパルエリアを代表とする長老会と政府との間で取り交わされる

に至った｡その後,水資渡電力開発公社(wAPDÅ)によりプレ･フィージtt'.)ティー調査が

実施され､ 1992年11月に完了した｡本計画名は,多目的ダム事業(KurrmTangiDam

Mtlldpurposehject)となっているが､ダムの貯水容量は全て藩政用であり,藩政用水の放流



時にその水窮を発電に利用するものであり,事業の便益の大半は港就から発生するものである｡

さらに､政府は､現在､基本合意に基づいて､ダム及び貯水池の用地調達のための補償物件

調査が進められている｡

2) 計画の概要

本計画地区は､北西辺境州のバヌー地方にあり､その中心地はバヌー市である｡このバメ-

市は､州都ベシャワールの西南約170km､アフガニスタンとの国境に直線距柾で約50kmの位

置にあり､ここには地方事務所が置かれ､その長として弁務官が勤務している｡

本計画の目的は､既存の藩政軌織の復旧とダムの建設により､バヌー平野を中心とする既存

及び薪泉をあわせて約369,5WAcres (149,6h)の藩政農業開発を実放し,農業生産の増加及

び農民所得と生活水準の向上を図るものである｡タラム･ガリ頭首工､バラン貯水池､シビル

キヤナル､マルワットキャナルから成る既存の轟沈システムを復旧し､水源強化のためにタラ

ムタンギグムを建設することで､既存荘就農地215,WAcresの海流作付率を向上させ､左岸

に港放水路を新設してS45WAcresの新泉社汝を行うものである｡

このタラムタンギグムの港就用水の放流は,その落差を用いて最大56hfWの､年11カ月間は

23MWの発電が可能となる.発電施設は縦列に上流から､ 40.5MW. 10.5MW､ 7.OMWである｡

長上洗発電所は,ダム娃体の法尻に位置し､ダムから直井取水する.他の2ケ所はトンネル

による導水路式発電所となる｡

計画の概要は次の通りであるo

I.港故事業

1)既存放設の復旧

･タラム･ガT)貫首工(KLm Gharitk:adwodcs)

1式

左岸水門:最大取水量7.70血‰

･バラン貯水池(BmD肌1)

1式(貯水容量: 1億9W万m3,

約50%は堆砂)



･シビルキヤナル(CivilC弧d)

.マルワットキヤナル(MarwaLChal)

港洗面積107,5(氾Acres

藩洗面積177500Acres

2 )薪炭施設の建設

･タラムタンギグム伽mTamgiDam)

有効貯水量

絵貯水量

計画貯水位

ダムタイプ

･カイトウ承首工(KaibI肋Qd6)

10億800万m}

14億6W万m3

El. 652.0Sm

3タイプで比較検討

(RCC,コンク=7ェイシげ･ロブ〃ル,中心コア)

草体積 410万m3 (コンク=7ェイシげ･ロ7け1y)

ダム堤演 El. 656.64m

河床療高

ダム堤高

余水吐

集水面積

堰長

堰頂標高

集水面構

計画洪水量

El. 553.28m

l03.36m

3
,235m3
/see.

6,345km2 (クラム川)

120m

El. 713.49m

4,$17kJn2 (カイトウ川)

1
,124m与/see.

･スパイララガキャナル(Sp3iraRaghaChnal)

カイトウ京首工からの左岸幹線

水路延長 4,830m

最大取水量 0.45m3 /see.



･シェラタラキヤナル(SheramiC姐al)

カイトウ承首工からの右岸幹線

水路延長 27
,340m

最大取水量 1.32m3 /see.

･導水路

カイトウ承首工からタラムタンギダムへの分水

水路延長 2
,3
56m

最大取水量 28 m3 /see.

3)港敵計画

*主要作物

カリフ(夏作) :メイズ,きび,豆類,まぐさ,甘庶,果樹,野菜,水稲

ラ ビ(冬作) :小麦,まぐさ,豆類,油化作軌甘庶,野菜,果樹

*港概作付率(%)

区分 ･)e'ル マ叩7I 卜k シェラタラ スハ●イララ*'

キ†州 キ†ナか

__________⊥_
カリフ 現況 34.0 20.8 0 0 0

ラ ビ 現況 52.0 33.9

合 計 現況 s6.0 54.7

*藩政面稗(ha)

区分･ シヒ●b マ仰†ト トル シュラタラ スハ■イラW' 計

⊥__ キ†ナル キ†沖

現況 37,500 23,370 0 0 0 60,870
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Ⅱ)発電計画

区分

+且 +

ダム直下

トンネル導水No.1

トンネル導水No.2

発 電 可 能 量 (MW)

廷二乏虹

25.0-40.0 15.0- 18.O 10.0

7.0-12.0 4.6- 5.4 3.9

5.0- S.0 3.3- 3.9 2.2

施設容量

3x13.5

3x13.5

3x 13.5

Ⅲ)事業費

ERR

1億9㈱万US‡ (トンネル発電No.1及びNo.2を除く)

14.6% (トンネル発電No.1及びNo.2を除く)

I I



3. 2 ムンダダム開発計画

1) 経緯

ムンダダム開発計画は､カブール伽)川の支流､スワット川の山岳部からチャルサダ

(w)一帯の洪積平野に流出する地点にあるムンダ承首工により上流約5kmの渓谷峡

窄部に､発電,港洗及び治水を目的とした大規模な多目的ダムを建設し､この地域の開発に併

せて､下流のインダス河に放流して､この水資源の増強を図るものである｡

この水資疎構想は､ 1960年代の初現に､そのダムサイトとしての恵まれた地掛こ着目されて,

ダム地点の地質等の基礎調査がWAPDAにより開始されている｡ 1969年には事業の構想がまと

められ､碇高210m,捻貯水量24億m3のロックフィルダムが提案されていた｡

その後も調査の進展はあったが､事業が巨大であることとインダス河全体の利水に係る権

利調整がまとまらず､事業化への進展に至らなかった.しかし､ 1991年3月このインダス河

の水利権に係る調寒が成立し､事業化への動きが活発化した.その後､ wAPDAによりプレ･

フィージビ1)ティー調査が実地され､ 1992年11月に完了したo

2) 計画の概要

ムンタグムの予定地は,インダス河の大支流であるカブール)nとその支流のスワッ川lとの

合涜するスワット平野の中心地チャルサダから北へ釣35kmのスワット川にあり,既存のムン

ダ頭首工より上流5kmの位置にある.

本計画の目的は､スワッ川lの大瓶域13,65蝕m2からの豊富な水を堤高約200mのダムの建

設により､その落差を利用して最大6qMWの発電を行うものであり､さらに､下流にある既

存のムンダ承首工を拡大改良し,その両岸の高位部に幹線水路をそれぞれ新設し､右岸

3,680ha､左岸81∝恥aの合計11,880haの天水農地に龍故を行うとともに､既存の海故地区

18S,500haの作付率を200%に高めるものであるo また､ムンダダムは4億5500万トンの洪水

調節容量があり､洪水ピーク時の流入量5,900m3/see.は2,400m3/see.の流出量にカットされて､

下挽地域における洪水板書の軽減効果をもたらすことになる｡

このダムの建設によって開発される利水は,水利権の調整に基づいて決められた各州別の配

分量により制限を受けており､貯水の大半は下流に放流を行うことにしている｡

ムンダダム地点での年平均稔流出量は75.4億m3で､ダムの稔貯永量は13億8tXX)万m3となっ

ている｡

12



計画の株安は次の通りである｡

･ムンタグム

･発電計画

･港概計画

･絵事業費

m

稔貯水量

有効貯水量

死水容量

洪水調節容量

満水位

最高水位

ダムタイプ

堤体積

ダム堤頂

ダム堤高

余水吐

集水面積

年平均流入量

年平均堆砂量

最大洪水量

発電容量

年発電量

既存港故地区

新親右岸幹線

薪炭左岸幹線

I 3

13億8(X氾万m3

6億2∝氾万m3

3億1∝氾万m3

4億l(X氾万m3

El. 516.$Om

El. 540.20m

中心コアロックフィル

2,500万m3

El. 542.90m

178.Ion

I2,940m3 /see.

13,649km2 (スワット川)

75億4(X氾万m3

373万m与

Ia
,600m3
/see.

6WMW

1
,84
5GWH

1 88,5Wha

3
,680ha

$ 200ha

12億900万US$

13.8%



第4章 捻台所見

4. 1クラムタンギ濯港開発計画

北西辺境州政府は､タラムタンギ港漉開発計画を最優先事業の一つとして新親開発事業のリ

ストに掲げ､既に1992年にプレ･フィージビ1)ティー調査をwAPDAに実地させており,次の

段階となるフィージビ1)ティー調査に向けての準備は十分である｡本計画の特徴は､港就農業

開発として技術的に健全で､‾かつ経済的にも投資効果率が高い優良案件であることのほかに､

これまでの開発から取り残されてきたトライパルエリアにおける住民の事業への参加意欲を捕

える絶好の案件であることに極めて意義疎いものがある｡

州都ペシャワールを中心に本計画の対象地域であるバヌーまでに至る地域は,ガンダーラと

して古代から仏教文化が開けており,農業も盛んであった｡地勢は洪構平野で肥沃な土地であ

り､古くから農民によりシビルキヤナルと呼ばれる水路が開削されるなど素朴な港叔農業が行

われ,小麦,甘庶､野菜､果樹等が栽培されてきた｡ここには藩政事業の成否の鍵となる農民

の事業への参加意欲､農民の組織化等の基本的な要件を先天的に具備するものがある｡

水資源開発のコストは,港政事業の経済性の面で重大な要因となる.ク.ラムタンギのタンギ

は峡窄部(Gorge)の意味であるが,ダムサイトとして恵まれた地形で､堤体積が410万m3､

有効貯水量が10像S00万m3ぁり､貯水効率も250と高く､事業の可能性に大きく貢献している｡

水資源開発の代替案として､昨今､小泉模な貯水池や地下水の開発が環境面や用地調達の容易

性からも絶対条件であるかのような風潮がある｡しかし､本計画はこれらの問題が少なく､ま

た,課題の解決に向けて着実に辛が打たれており,大泉模なダム案件としてスケールメリット

が十二分に発揮される事業であると思慮される｡

‾ 多くの場合,大洗模なダム開発にとってダムと貯水池の用地の取得については,地権者と事

業主体とは対立の関係となり､人権問題を惹起する結果となっている｡本計画については､環

境問題が殆ど無いものと思慮され､また､この地権者が事業主体と対立の関係にあるのではな

く事業への参加者として位置づけられ,既に両者間で用地取得について基本合意がなされ､補

償物件の調査が進められている｡このダムと貯水池の予定地はトライパルエリアにあり､エリ

アの住民は極めて保守的で､これまでは開発を疑問視して政府の指導に対して門戸を閉ざして

きた○しかしながら､エリア住民が周辺の北西辺境州地域の開発による発展ぶりを見るにつけ､

開発の効果及び意義に目覚めて事業参加への意欲を待ち始めるに至ったo政掛ま､この機を補

えて､貯水池水没地域の希望者に対して港就農地を造成配分した入植を遮案し+エリア住民も

これに同意した経緯がある｡
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プレ･フィージビリティー調査の計画によると､藩政作付率は45-1(氾%と低率である.そ

の理由と-して事業に対する受益の公平性と農地の所有親模が農家1戸当り4
- 5haと比較的

大きいことにある｡しかしながら､港故事業の経済性から考えると､藩政受益地を濃縮し作付

率を200%に高めることが､港放水路網への投資を少なくし､かつ､投資効率を高めることと

なる｡従って,事業に対する受益の公平性と投資効率との関連で､事業の最適化には慎重な検

討が必要である｡

北西辺境州とトライパルエリアとの境界周辺は､アフガン戦争難民の暫定居住地となり,現

在でも210万人の難民が居住する｡その蘇果として､この地域の環境は多大な損傷を受け,農

村は疲弊をきたし､藩政農業による農村開発が緊要とされることから,本計画の推進には棲め

て意義深いものがある｡

トライパルヱT)アの語魚には､センシティブエ1)ア(SensitiveJh)の響きがあり､一見,

治安が悪いのでは率いかとの疑問を持つが,実際には,治安は良いと言われており,短期間で

はあるが,本調査団もそれを現地で体験した｡また,トライパルエリアは､北西辺境州に所属

するが,行政的には連邦政府の直轄保護領となっているが､法律的にはパキスタン国の憲法は

通用されず､トライパルエリア独自のジェルガシステムにより治められている｡従って､エリ

アヘの立ち入りや､ここでの作業については連邦改称を通じて長老会の認可を受け､ジェルダ

システムによる各種の捉に従う必要がある｡

4. 2 ムンダダム開発計画

ムンダダムの水資源開発のポテンシャルを十分に活用するには､その河川に形態と水文条件

から､ダムの最大化が最適と思慮される｡北西辺境州政府は1991年にプレ･フィージビリティ

ー調査を実施したが,堤高が178m､稔貯水量が13億80帆万ml有り､その落差を利用する発

電主導型の案件となっている｡疎い渓谷の峡窄部がダムサイトとされ恵まれた地形であるが､

上流に広い池魚きが得られず,また,流域が大きいことから土砂の流出体積が多く､貯水池の

死水量は多くなり,結果として高堰堤となる｡

ダムの下流には､既存のムンダ京首工があり､この藩政支配地域のほか約12,00haの天水農

業地域に新患に港漉を行う計画がある｡このダムによる新泉水資源開発により港叔作付寧は

2W%に向上される｡大規模なダム貯水量に比べ港洗面積が大きく取れない理由は､この周辺

には新見藩政可能地が少ないことに加えて､インダス河全体の利水に関して各州問の水配分に

ついての合意ができ,州別の配分量が決定されたため,ムンダダムの貯水の大半は下流の州に

I 5



対して責任放流されることになっている｡

本計画は､まさにスケールメリットを求めての大規模発電を中心とする多目的事業であり,

プレ･フィージビリティー調査によると捻事業費は, 12億9,000万USS.と巨額に算定されてい

るが､このダム親換の巨大化がこの事業を可能とするものであるo これを港蔽が主目的とし､

適性規模に事業費の縮小再編を囲った場合､スワット川のダム開発に水資源を求める限り､ダ

ム親模の最大化が事業の最適化となるので､稔事業費を縮小することは困難であろう｡

ダムサイトは,タラムタンギのダムサイトと同様にトライパルエリアの地域内に計画されて

おり､権利の調整等を含め､慎重に調査が進められている.
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